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　『ずっと日奈久で暮らすんだろうな』
と思っていた。出身は天草。10 歳のと
きに日奈久温泉神社の宮司となる父と一
緒に日奈久へ移住してきた。神主になる
つもりはなかったが、長男なので土日
などは手伝いが必要になるかもしれない
と、大学卒業間際に講習や実習を受けて
神主の資格を取ることにした。ところが、
熊本市の藤崎宮での実習が縁で、八代宮
の権

ごん

禰
ね ぎ

宜（補佐役）として勤めることに
なる。その後、父の後を継ぎ、日奈久温
泉神社の宮司となった。
　走るのが好きで、高校１年まで陸上
部に所属。帰省した 20 代には市内一周
駅伝や三太郎駅伝大会に選手として出場
し、30 代には地元の小学生たちを指導
した。
　転機が訪れたのは平成５年。八代神
社（妙見宮）の宮司が急逝され、後任の
話が舞い込んだ。就任して、やがて 21
年になる。印象に残っているのは、平成
20 年 4 月に里帰りした妙見宮祭礼絵巻。
海外流出の恐れがある中、『八代の宝だ
から何とかしなければ』と寄附などを呼
びかけ、京都の個人から買い戻した（現
在は博物館に寄託中）。また、人口減少

地域の伝統文化や歴史に
携われることに感謝

小林 綠
ろ く ろ う

郎 さん   （妙見町）

八代神社宮司 （日奈久温泉神社宮司兼務）

と少子化が進む中、『このままでは馬を
引く人がいなくなってしまう』と後継者
を育成するため、平成 15 年に「妙見宮
子供飾馬奉納会」を青年会議所 OB の人
たちと創設。ポニーと一緒に元気よく砥
崎の河原を走る子どもたちの姿を、毎年
見ることができるようになった。
　ちょっとしたつながりで思いもよらな
いことが実現したり、市民の皆さんに妙
見さんを大事に思ってもらっていること
を実感することがあると言う。例えば、
知人に「市外から来られた人が『ガメや
獅子は見られないんですか』とよく言わ
れる」という話をしたのをきっかけに、
八代ロータリークラブの 50 周年記念事
業として境内にガメや獅子などの展示館
ができあがった。草が生い茂った中宮を
整地し、お宮を建てたら、お参りされる
人たちが寄附を募り鳥居、玉垣、井戸、
手
ちょうず

水舎
や

と自分たちで次々に整備されたこ
とにも感銘したそうだ。
　八代神社は、2016 年に妙見神渡来
1350 年祭を迎える。約 400 年が経過す
る本殿は、雨漏りや地盤の傾きなどで傷
みが目立つことから、総代会に諮り本格
的な解体修復に踏み切ることになった。

「傷みがひどすぎて心苦しかった。神様
の場所をきれいにしたい」と胸の内を明
かす。
　妙見祭の神幸行事が国指定重要無形民
俗文化財となるなど、八代神社も市内外
から益々注目されるようになった。「地
域の伝統文化や歴史に携わりながら生活
できることが、ありがたい。がんばって
いかなければ」と語る。▲妙見祭で斎主を務める小林宮司（平成25年）

弥生人を追跡せよ!!
市立博物館 夏季特別展覧会


